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らは木彫を主に制作し現在に至っている。人間像を造るということは、彫刻の本流とも言えるものであり、
それゆえ、過去から現在まで多くの先例があり、そこに現代のリアリティを加えて新しい魅力的な表現をす
ることは、非常に難しいことであると思う。稲田君が自身と向き合い、現代における人間像の有り様を真摯
に模索続ける制作態度は大いに賞賛されていいだろう。２年次に木彫をメインにと決めた時は「マジックリ
アリズム」の絵画から発想を得て「かわき」という自身のイメージを展開した作品を制作していたが、３年
次再び「存在の強さ」を意識した方向へ戻した。論文は、その変更を含めこれまでの自身の制作と、人間像
を中心とした彫刻の歴史をうまく絡めて論を進めている。そのなかで、自身が自刻像を多く制作しているこ
ともあり、画家が自画像を描くこととの対比は、新しい視点があり注目に値する。 
提出作品３点は、ともに鉄製の台座の上に立っている樟を素材とした裸像である。《静かな立像》は等身大
の自刻像、《ひとりとふたり》は１mほどの若者と老人の像、《おだやかな立像》は40㎝ほどの女性像である。
丁寧に彫り込まれた木彫は、強い存在感を感じさせる優れた具象彫刻である。鉄製の台座は、単に台座とい
うものでなく、作品のフィールド、エリアを意識させ、見る人と作品の距離を限定する装置としての意味を
持っている。３点を並べた大学美術館での展示も、空間を意識した優れた構成になっていた。 
常に熱心に制作を行なっているひたむきな態度は、オーソドックスな彫刻の分野に、新しい表現を造り出
そうという熱意に満ち、その結果として提出された人間像は、大変優れた彫刻であり、新しい具象彫刻とし
て前進していることを感じさせるものである。 
審査員一同、論文、提出作品ともに優れたものであると認め高く評価をした。 
